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汚れた雪の結品の愛形

も !J、島賢治

〔侭i，¥¥l.H学iiff究所 応m物克己学MH"の
t昭和均年目)j史百日

ふってきたばかりの零の結晶を絹のせんlいの絹にのせて，

それが変形してゆくよろすを顕微鏡で読ん察したが(本語;第邸時

の“吉田順五，小島賢治:零の結晶の変形"参照)，観察したた

くEさんの結晶のうち，変形が進むにつれて表面に汚れがでて

くる結品がときどきあらわれた。汚れは，はじめはまったく

みえないのである白結晶にたとにか溶けじんでいて，結晶が蒸

発するにつれてそれが表面に集まるようになるのだと思われ

る。汚れのでる結晶のうち，図j涯の写真 abci'C示したよ1う

訟ものがあった。六花型的結晶で，協じめ写毘 aの形のもの

が，その枝が細って泊えてしまったあとに，写真 crとみられ

るようゑ細い糸をのとした。とのように場合によっては，汚

れのもとにたる物質が，写真 Cの糸にたるとともある。乙の

糸は張力をうけていたらしく，結晶の校の先に残っていた氷

が蒸発して主主くたってしまったら，直根から波形に形?とかえ

た。後に残った糸の太さは，直径凡そ 3μでわった。

じよと部省科学研究費による。〕
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